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私たちは中学校のプロジェクト学習（総合的な学習の時間）で星雲の分光観測に取り組んだ。学校にある口径13cm屈折望遠鏡を使ってス
ペクトルを取得する方法を確立するため、回折格子シートを使った観測と西はりま天文台からお借りした分光器（SHOWA製VEGA）を使った
観測を行った。観測できた星雲（M５７）のスペクトルの解析結果から、星雲を構成する成分やガスの構造の考察した。

はじめに

手法
≪使用機材≫

・屈折望遠鏡 高橋製作所 TOA-130  口径13cm 焦点距離1000

〈回折格子シート〉

・カメラ Canon EOS 70D

・500/mmの回折格子シート

(1mmあたり500本の溝数)

カメラ取り付け
位置

星のある場所に
見える

〈分光器VEGA〉

・カメラ Sony α６７００

・分光器（SHOWA製VEGA）

(可視光直視分光器)

回折格子シート 分光器（VEGA）

ベガ（αLyra）

のスペクトル
画像

手軽さ • 安価なものの、０次光から
の距離が遠く、観測しにくい。

• 価格はシートを上回るが、観
測は容易。

画像の質 • 空の明るさの影響を受けや
すい。

• スペクトルの一部が写らな
いことがある。

• 空の明るさの影響を受けにく
い。

• スペクトル全体が写る。

データの質 • ノイズが多い。
• 分散度がVEGAより高く、輝

線、吸収線が不鮮明。

• ノイズが少ない。
• 分散度が適切であり、輝線、

吸収線が鮮明に見える。

方法②

望遠鏡に分光器（VEGA)をつけ、その

後ろにカメラをつけて目標天体のスペ

クトルを撮影する。

考察①
・回折格子シートが望遠鏡の中で動いてしまって、スペクトルが取
得できるまで時間がかかってしまう
・回折格子シートでは、画像に映るスペクトルが淡いため、一等星
より暗い星のスペクトルは取得できなかった
↳回折格子シートでの星雲の撮影は難しい

分光器VEGAを使用してM57の撮影に挑戦！

そこで

方法①

カメラの撮像素子の前に回折格子シ

ートを挟み、それを直接望遠鏡に取り

付け、目標天体のスペクトルを撮影す

る。

分光シート

結果①

分光シートと分光器（VEGA）の比較

結果②

星（恒星）

星雲（M57)

2024年 8月13日
SONY α 6700

撮影時刻 3:10

露出 30秒
24mm

f/5.6

EXP 0

IOS20000

≪解析≫

画像解析ソフトMakali‵i(マカリ）

を使用

考察②

ノイズ？

まとめ
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